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特 別 寄稿 ポメラエアンに認められた内側鉤状突起離断症の 1例
―

―
×

図 1.ED罹患犬のシンチグラフィー像。ED罹患肢である左前肢が、正常肢である
右前肢と比較してカラーマッピングが暖色系になっているのが認められる。

[N/edical infrared imaging of Normal and dysplastic Etbows in Dogs.] t r) El,H

● 症 例

雑種 (チ ワワ×ポメラニアン)、 1歳 2カ 月齢 (2015年 11月 酪農学園大学付属動物病院初診時)

2015年 7月 に自宅内で飼い主さんが誤って右前肢を踏

んでしまい、それ以降右前肢を挙上するとの主訴で一般

開業獣医師を受診。徒手検査とX線検査を実施するも明
らかな異常所見が認められず、ロベナコキシブを処方し

て経過観察とするも改善は認められなかった。NSAIDs

をフイロコキシブに変更すると症状の改善が認められた

が、休薬すると再度患肢の挙上が認められたため精査治

療を希望して酪農学園大学付属動物病院を受診。

初診時、体重 :3.lkg 体温 :39'C 心拍数 :96/min

呼吸数 :64/mln、 心雑音および肺音異常は認められな

かった。院内では常歩時および速歩時に跛行は認められ

なかった。

徒手検査では、C2-3領景て三

「

が認められ、右前肢の

筋肉量が左前肢と比較して■てして1.ヽるのが認められま

したが、四肢関節で明ら「 =な異
昔 |ま認められませんでし

た。頸部圧痛が認められ「[こ 二「
らゝ、頸部椎間板ヘルニ

図 2.

A)頸部単純 X線右ラテラル像。著変は認められない
=

B)頸部単純 X tt VD tt。 著変は認められない。

※ N」 Kは、みなさんで作る雑誌です。症例紹介、御質問、御意見をどしどじお寄せください。
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特 別 寄 稿 ポメラエアンに認められた内側鉤状突起離断症の 1例

図 5.

A)側副靭帯を牽引して関節腔を確認 しているところ__黄色矢印で示 した位置に上腕骨の一部が剥
離 しているのが認められるこ

B)除去 した剥離 していた骨の拡大写真
=

図 6.関節腔内に認められ
た軟骨様物質の拡大写真。

帯を章引し、視野を確保。ホーマンリトラクターにて関

節腔を拡大させ探索したところ、上腕骨内側顆の一部に

骨が剥離しているのが認められました (図 5)。 さらに

探索したところ関節腔内に軟骨様の物質が認められたた

めこれを除去しました (図 6)。 その後関節腔内を生理

食塩水で洗浄し、創部を簡易的に閉創して術中CT検査

を実施。図 7は術中CT画像になります。骨片が除去さ

れているのが確認できたため閉創して手術終了としまし

た。

図 7.

A、 B)術中 CT画像。術前に赤丸の位置に認められた骨片が認められなくなっている。

術後はロバートジョーンズ包帯を実施し、 1週間ロベ

ナコキシブの投薬を行いました。術後数日は患肢の挙上

が認められたものの、術後 10日 目には患肢の着地と負

重が認められるようになりました。術後 43日 目の患肢

の状態は術後 10日 目と比較して著変は認められません

でした。また、術後 78日 日の四肢荷重測定では、患肢

の負重は体重の33%であり、正常値を示していました。

※ N」 Kは、みなさんで作る雑誌です。症例紹介、御質問、御意見をどじどしお寄せください。
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